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主な内容　p2-3平成22年度の決算、p4いなしき復興祭を開催、
p5道路災害復旧工事、広報紙の配布方法・発行日変更、p7アントラ
ーズ稲敷市の日、p9放射線無料測定、p15いなびと、　など

表紙　9月12日、銀座で行った稲
敷米のキャンペーン。「安心安全
なお米」をPR！（関連記事p21）
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会計名	 	 収益的収入	 収益的支出	 資本的収入	 資本的支出
稲敷市水道事業		 9億2,437万円	 9億1,650万円	 1,611万円	 3億3,088万円
工業用水道事業		 763万円	 715万円	 ー	 ー

平成22年度各会計決算報告

稲敷市の家計簿は…

歳入　206億6,556万円
市税	 49億9,293万円	 24.2％
地方譲与税	 4億5,097万円	 2.2％
地方消費税交付金	 4億2,013万円	 2.0％
ゴルフ場利用税交付金	 2億5,899万円	 1.3％
地方交付税	 62億　152万円	 30.0％
国庫支出金	 27億9,528万円	 13.5％
県支出金	 8億5,322万円	 4.1％
繰越金	 10億4,836万円	 5.1％
諸収入	 6億1,153万円	 3.0％
市債	 23億5,672万円	 11.4％
その他※	 6億7,591万円	 3.2％

歳出　195億5,369万円
議会費	 2億1,463万円	 1.1％
総務費	 20億7,878万円	 10.6％
民生費	 57億3,406万円	 29.3％
衛生費	 15億8,317万円	 8.1％
農林水産業費	 9億7,602万円	 5.0％
商工費	 1億9,860万円	 1.0％
土木費	 25億3,535万円	 13.0％
消防費	 9億7,808万円	 5.0％
教育費	 31億3,165万円	 16.0％
公債費	 13億6,352万円	 7.0％
諸支出金	 7億5,984万円	 3.9％

会計名	 	 歳入	 歳出
国民健康保険	 58億 	 94万円	 53億8,994万円
老人保健	 	 654万円	 654万円
公平委員会	 	 35万円	 20万円
農業集落排水事業	 	 4億8,107万円	 4億5,692万円
公共下水道事業	 	22億6,459万円	 22億2,122万円
介護保険	 	26億2,122万円	 25億2,711万円
浮島財産区	 	 160万円	 139万円
古渡財産区	 	 382万円	 323万円
基幹水利施設管理事業	 	 1億2,174万円	 1億2,090万円
後期高齢者医療	 	 7億9,804万円	 7億8,188万円

※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金・
分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収入・寄附金・繰入金

▪一般会計 平成22年度決算

▪水道事業会計 平成22年度決算

▪特別会計 平成22年度決算

平成22年度の一般会計と特別会計の決算額は、歳入総額327億
6,548万円（収入率98.9％）、歳出総額310億6,301万円（執行率
93.7％）となりました。歳入歳出の差引額から、翌年への繰越事業
の財源を差し引いた12億4,824万円が実質収支額となります。
　平成21年度の決算額と比較すると、歳入決算額は17億
3,090万円（5.6％）の増、歳出決算額は14億1,021万円（4.8％）
の増となりました。
　増加の主な要因は、いずれも一般会計で、繰越事業の中の安全・
安心な学校づくり交付金事業と国の経済危機対策関係交付金事業、
新規事業の子ども手当支給事業などの増です。
　なお、９月の議会において水道事業会計、特別会計の決算につ
きましては、認定されましたが、一般会計決算のみ不認定となり
ました。
※1万円未満を四捨五入してあります。そのため、合計額や構成
比率などが合わない場合があります。

●稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2800）

●稲敷市水道局　tel.029-892-4255

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳
入
決

算
額
２
０
６
億
６
５
５
６
万
円
、

歳
出
決
算
額
１
９
５
億
５
３
６

９
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
の

比
較
は
、
歳
入
で
11
億
１
５
５

５
万
円
（
５
・
７
％
）
の
増
、
歳

出
で
10
億
５
２
０
４
万
円（
５
・

７
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
11
億
１

１
８
７
万
円
で
す
が
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
が
4
億
４
３
５

８
万
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
実

質
収
支
額
は
６
億
６
８
３
０
万

円
で
す
。

　
ま
た
、
歳
入
を
財
源
別
に
見

る
と
、
自
主
財
源
は
、
71
億
６

１
５
万
円
で
全
体
の
３
４
・
４

％
を
占
め
、
残
り
の
65
・
６
％

は
依
存
財
源
の
１
３
５
億
５
９

４
２
万
円
で
す
。

歳
入

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通

り
で
す
。▼
市
税
は
49
億
９
２

９
３
万
円
で
、
個
人
市
民
税
の

減
収
に
よ
り
前
年
比
１
億
３
９

３
６
万
円
（
２
・
７
％
）
の
減
で

す
。▼
地
方
交
付
税
は
62
億
１

５
２
万
円
で
、
５
億
１
２
０
２

万
円
の
増
で
す
。

　
そ
の
他
、
前
年
度
と
比
較
し

て
の
増
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
国
庫
支
出
金
は
、
27
億
９
５

２
８
万
円
で
、
３
億
９
０
７
９

万
円（
16
・
３
％
）の
増
で
す
。こ

れ
は
子
ど
も
手
当
負
担
金
と
安

全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
、
地
域
活
性
化
・

き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付
金
な

ど
が
主
な
要
因
で
す
。▼
市
債

は
23
億
５
６
７
２
万
円
で
、
４

億
４
０
１
７
万
円
の
増
で
す
。

こ
れ
は
臨
時
財
政
対
策
債
や
教

育
債
が
主
な
要
因
で
す
。

　
一
方
、
合
併
特
例
交
付
金
の

減
に
よ
る
県
支
出
金
や
繰
入
金

が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通

り
で
す
。▼
民
生
費
が
子
ど
も

手
当
支
給
事
業
の
実
施
や
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
な
ど
に
よ
り
、
11
億
６
８
９

０
万
円（
25
・
６
％
）の
増
と
な

り
ま
し
た
。▼
教
育
費
が
小
学

校
（
江
小
、
沼
小
）
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
と
新
利
根
中
学
校
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

工
事
な
ど
の
実
施
に
よ
り
４
億

１
４
０
９
万
円（
15
・
２
％
）の

増
と
な
り
ま
し
た
。▼
諸
支
出

金
が
公
共
公
用
施
設
整
備
基
金

な
ど
積
み
立
て
に
よ
り
、
２
億

２
２
５
万
円
（
36
・
３
％
）
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
定
額
給
付
金
給
付
事

業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
総

務
課
が
７
億
６
２
７
１
万
円

（
26
・
８
％
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

財
政
健
全
化
法
か
ら
み

た
市
の
財
政
状
況

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健

全
化
法
）」
の
規
定
に
よ
り
、
４

つ
の
財
政
指
標（
健
全
化
判
断
比

率
）
を
算
定
し
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

稲
敷
市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、

次
の
通
り
で
す
が
、
４
つ
の
指

標
の
い
ず
れ
も
が
早
期
健
全
化

基
準
を
超
え
な
い
「
健
全
な
状

態
」を
維
持
し
て
い
ま
す
。

1
実
質
赤
字
比
率
：
赤
字
額
な

し（
12
・
90
％
）

2
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
赤
字

額
な
し（
17
・
90
％
）

3
実
質
公
債
費
比
率
：
９
・
９

％
（
25
・
０
％
）

4
将
来
負
担
比
率
：
36
・
９
％

（
３
５
０
・
０
％
）

※
４
つ
の
指
標
の（ 

）内
は
そ
れ

ぞ
れ
の
早
期
健
全
化
基
準
を
示

し
、
こ
の
基
準
を
超
え
た
場
合

は
、
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
む
義
務
が
生
じ
ま
す
。

※
４
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
も
標

準
財
政
規
模
（
市
町
村
が
自
由
に

※老人保健特別会計に計上された金額は後期高齢者医療制度施行前（平成
20年3月以前）の医療給付費です。

使
え
る
財
源
の
標
準
的
な
規
模
）

に
占
め
る
当
該
数
値
の
割
合
を

示
す
も
の
で
す
が
、
1
は
普
通

会
計
（
稲
敷
市
本
体
の
会
計
）
の

赤
字
額
、
2
は
稲
敷
市
の
全
会

計
の
赤
字
額
、
3
は
稲
敷
市
全

て
の
会
計
と
一
部
事
務
組
合
の

公
債
費
の
合
計
額
、
4
は
稲
敷

市
の
全
て
の
会
計
と
一
部
事
務

組
合
な
ど
の
地
方
債
の
現
在
高

な
ど
で
す
。
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道
路
災
害
復
旧
工
事
の
お
知
ら
せ

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

被
災
し
た
道
路
の
復
旧
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
何
か

と
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
発
注
者
＝
竜
ヶ
崎
工
事

事
務
所
道
路
管
理
課　
☎

０
２
９
７
︲
６
５
︲
１
２

９
７

・
関
係
先
＝
稲
敷
市
道
路

維
持
課
（
東
庁
舎
）　
☎
０

２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
９

５

河川路線名 施工位置 施工会社名 工期（予定） 備考

国道125号 稲敷市上須田地内
菊地植木建設（株）
取手市桑原1104
tel.0297-73-3241

自 8月25日
至 12月22日 夜間工事

国道125号 稲敷市伊佐部地内
松丸工業（株）
守谷市百合ヶ丘1-2402-1
tel.0297-48-0431

自 8月25日
至 平成24年1月24日 夜間工事

江戸崎新利根線 稲敷市江戸崎地内
吉田建設（株）
稲敷市江戸崎甲3085
tel.029-892-2927

自 8月25日
至 12月22日

新川江戸崎線 稲敷市浮島地内　
稲敷市西の州地内

クボタ建設工業（株）
稲敷市脇川130
tel.0299-79-1157

自 8月25日
至 12月22日

広
報
紙
の
配
布
方
法
・
発
行
日
が
変
更

　

毎
月
第
４
金
曜
日
に
区
長
配
布

広
報
稲
敷
は
、
昨
年
の
11
月
号

よ
り
「
行
政
情
報
は
行
政
区
に

属
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

公
平
に
提
供
す
べ
き
」
と
の
要

望
に
こ
た
え
る
た
め
、
社
会
実

験
的
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
郵
送
）

配
布
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
市
の
平
成
23
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
集
中
し
た
予
算
へ

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。つ
き
ま
し
て
は
、
次
月
号

（
11
月
号
）
か
ら
従
来
の
区
長
配

布（
毎
月
第
４
金
曜
日
に
配
布
）方

式
に
戻
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

トピックストピックス

■
い
な
し
き
復
興
祭
の

内
容

▼ 

い
な
し
き
フ
ー
ド
グ
ラ
ン

プ
リ
本
戦
（
事
前
審
査
を
勝
ち
抜

い
た
方
々
５
〜
10
組
に
よ
る
バ
ト

ル
。出
品
料
理
１
０
０
食
の
無
料

試
食
も
行
い
ま
す
）

▼ 

い
な
し
き
フ
ー
ド
（
販
売
の

部
）や
特
産
品
な
ど
の
直
売

▼ 

模
擬
店

▼ 

各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼ 

そ
の
他

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

い
な
し
き
フ
ー
ド
グ
ラ

ン
プ
リ
！

い
な
し
き
フ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ

は
、
稲
敷
市
の
風
土
が
育
ん
だ

地
域
食
材
（
農
産
品
な
ど
）
を
使

っ
た
「
い
な
し
き
フ
ー
ド
」
の

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
い
な
し
き

フ
ー
ド
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
・

買
っ
て
・
喜
ん
で
も
ら
い
、
稲

敷
市
の
農
業
に
元
気
を
取
り
戻

し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
開
催

す
る
も
の
で
、「
い
な
し
き
復

興
祭
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

す
。日
頃
か
ら
馴
染
み
の
深
い

食
材
が
出
品
、
販
売
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
料
理
に
な
る
の
か
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

▼
い
な
し
き
フ
ー
ド
グ
ラ

ン
プ
リ
参
加
者

現
在
、
い
な
し
き
フ
ー
ド
グ
ラ

ン
プ
リ
本
戦
に
出
場
す
る
方
々

の
事
前
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す

（
10
月
14
日
頃
に
は
決
定
予
定
）。

　
現
在
の
応
募
状
況
で
は
、
市

内
の
団
体
な
ど
を
は
じ
め
、
市

外
か
ら
の
団
体
な
ど
か
ら
の
応

募
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
審
査
員
と
し
て
、
茨

城
県
出
身
の
プ
ロ
の
料
理
人
の

方
、
ま
た
、
料
理
雑
誌
の
編
集

長
な
ど
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

す
。（
現
在
は
事
前
審
査
中
で
す
の

で
、
お
名
前
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

　
さ
ら
に
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
の
片
岡
安
祐
美
監
督

も
、
本
戦
の
審
査
員
と
し
て
参

加
予
定
で
す
。（
本
戦
の
み
の
審

査
に
参
加
）

　
ま
た
、
い
な
し
き
復
興
祭
に

は
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル

ズ
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
多
数
か

け
つ
け
て
く
れ
る
予
定
で
す
。

■
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
つ

り
」
や
「
放
射
線
に
関
す

る
講
演
会
」も
同
日
開
催

復
興
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
あ
る
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
近

隣
施
設
に
て
、『
ハ
ー
ト
ピ
ア

ま
つ
り
』
や
『
放
射
線
に
関
す

る
講
演
会
』も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
つ
り

【
時
間
】	

午
前
10
時
〜
午
後
１

時【
場
所
】	

ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し

き【
内
容
】	

ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し

き
利
用
者
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

や
自
主
製
作
品
販
売
、
模
擬
店

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
３

７▼
放
射
線
に
関
す
る
講
演

会【
時
間
】	

午
後
１
時
〜

【
場
所
】	

東
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】	

県
と
市
の
共
催
で
、放

射
線
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。講
師
の
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
東
海
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
の
方
が
詳
し
く
分
か

り
や
す
い
説
明
を
し
て
く
れ
ま

す
。

　
特
に
妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
も

つ
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
放

射
線
の
健
康
へ
の
影
響
」
に
つ

い
て
の
講
話
で
す
。

●
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
６
１
１

１■
最
新
の
情
報
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
！

色
々
な
こ
と
が
現
在
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

最
新
の
情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

い
な
し
き
復
興
祭
の
当
日
に
、

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

今回の震災で、稲敷市では市の東南部（東地区）を中心に甚大
な被害を受けました。特に農業においては、水田や給排水施
設の被害とともに、風評被害も大きな問題となっています。
　そこで、稲敷産農産物の信頼回復を願い『いなしき復興祭』
を開催いたします。会場では数々の催しを行いますので、ぜ
ひご来場ください。

●稲敷市秘書広聴課政策審議室（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2400・2402）

いなしき復興祭を開催！
いなしきの「食」をテーマの料理コンテスト　

日時：11月６日（日）午前10時〜
場所：あずま生涯学習センター 駐車場

※雨天の場合は隣接する体育館にて実施予定
ただし、荒天の場合は中止。

いなしき復興祭

　
な
お
、
各
庁
舎
や
各
公
民
館

施
設
な
ど
に
も
設
置
し
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

発
行
日

・
11
月
号
→
10
月
28
日（
金
）

・
12
月
号
→
11
月
25
日（
金
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
広
報
広
聴

係
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
６
１
０
）

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

　

公
開
性
を
高
め
る
改
革
を
推
進

市
議
会
の
公
開
性
を
高
め
、
市

民
の
皆
様
に
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
、
議
会
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
試

み
と
し
て
、
様
々
な
議
会
改
革

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
、
議
会
報
告
会
な

ど
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
も
各
種
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

議
会
報
告
会
を
開
催

▽
日
時
：
10
月
29
日（
土
）　
午

後
１
時
30
分
〜　
▽
会
場
：
江

戸
崎
庁
舎
２
階
会
議
室　
▽
内

容
：
議
会
活
動
概
要
の
報
告

■ 

議
会
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開

1 

本
会
議
の
会
期
日
程

2 

議
案
一
覧
お
よ
び
審
議
結

果3 

一
般
質
問
要
旨

4 

議
会
本
会
議
、常
任
委
員
会

へ
の
議
員
の
出
欠
状
況

5 

議
員
の
表
決
（
議
案
に
対
す

る
賛
否
の
意
思
表
示
）状
況

6 

議
会
録
画
放
送
・
議
事
録

7 

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

8 

議
会
だ
よ
り
（
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
、声
の
議
会
だ
よ
り
含
む
）

※
1
〜
6
は
定
例
会
、
臨
時
会

ご
と
に
掲
載

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
議
会
事
務
局（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
４
０
２
）



広報稲敷平成23年10月号　67　広報稲敷平成23年10月号

10
月
よ
り
子
ど
も
手
当
が
変
更
に

　

お
早
め
の
申
請
を

10
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
の
支

給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
額
や
支
給
要

件
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
10
月
分
以
降
の

子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の

申
請
と
な
り
ま
す
）

※
対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
書

を
10
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ

た
り
し
た
場
合
、ま
た
、住
所
、

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■ 

申
請
期
間

平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で

■ 

支
給
対
象
者

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方

※
子
ど
も
が
国
内
居
住
の
方
が

該
当（
た
だ
し
、留
学
な
ど
の
場
合

は
除
く
）

■ 

支
給
期
間

平
成
23
年
10
月
分
〜
平
成
24
年

３
月
分

■ 

支
払
日

・
平
成
24
年
２
月
支
払
＝
10
月

分
〜
平
成
24
年
１
月
分

・
平
成
24
年
６
月
支
払
＝
平
成

24
年
２
月
分
〜
３
月
分

■ 

支
給
額

・
３
歳
未
満
、
３
歳
～
小
学
校

修
了
前
（
第
３
子
以
降
）
＝
月
額

１
５
０
０
０
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前（
第
１

子
、
２
子
）、
中
学
生
＝
月
額
１

０
０
０
０
円

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

震
災
に
よ
る
所
得
税
の
軽
減

　
竜
ケ
崎
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
続
き
に
必
要
な
書
類

所
得
税
の
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
、
次
の
書
類
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。（
書
類
が
な
い
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得

時
期
、
取
得
価
額
の
分
か
る
も

の・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
壊

し
費
用
、
除
去
費
用
な
ど
の
分

か
る
も
の

・
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
会
社
な
ど
か
ら
受
領
し
た

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る

も
の

・
市
町
村
か
ら「
り
災
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、そ
の
証
明
書
の
写
し

・
還
付
金
を
受
け
る
場
合
の
振

込
先
金
融
機
関
名
、
支
店
名
お

よ
び
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

・
す
で
に
平
成
22
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
、
決
算
書
、
収

支
内
訳
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
控
え　
※
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、

東
日
本
大
震
災
震
災
に
よ
り
、

住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
は
、
納
め
た
所

得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
署
で
は
、
こ
の

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
の
税
務
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
電
話
な
ど
で
事
前
に

相
談
日
時
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

土
、日
、祝
日
を
除
き
ま
す
）

■ 

手
続
き
の
方
法

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
皆
様
は
、
震
災
特
例
法

に
よ
り
、
平
成
22
年
分
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
所
得
税
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
軽

減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
平
成
22
年
分

の
確
定
申
告
が
お
済
み
の
方
は
、

「
更
正
の
請
求
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
22
年
分
の
所
得
金
額
や
所

得
控
除
額
の
分
か
る
も
の
（
源

泉
徴
収
票
、
保
険
料
控
除
証
明
書

な
ど
）

■ 

個
別
相
談
会
の
ご
案
内

所
得
税
の
軽
減
を
受
け
る
た
め

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
15
日
（
火
）
～

18
日（
金
）　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
／
午
後
１
時
〜
３
時　
▽

場
所
：
桜
川
公
民
館　
２
階
活

動
室
Ａ（
桜
川
庁
舎
の
隣
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

竜
ケ
崎
税
務
署　
個
人
課
税
部

門　
☎
０
２
９
７
︲
６
６
︲
１

３
０
３

※
自
動
音
声
の
案
内
に
し
た
が

っ
て
く
だ
さ
い
。軽
減
措
置
の

制
度
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
＝「
０
」番
。申
告
相
談
な

ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
＝

「
２
」番
。

▽
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
土
日
、
祝
日
を
除

く
）

トピックストピックス

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　
税
務
課
へ
ご
連
絡
を

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な

ど
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
、

１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。家
屋
を
取

り
壊
し
て
も
届
出
が
な
い
と

課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方

は
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
税
務
課
資
産
税
係

（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
５
０
０
・
４
５
０
６
・
４
５

０
７
）

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間
：
平
成
24
年
３
月
31
日

（
土
）ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ
先

水
戸
地
方
法
務
局　
不
動
産
登

記
部
門　
滅
失
登
記
対
策
委
員

会　
☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲
５

１
３
９

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
倒
壊
な

ど
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
被
災

者
が
登
記
申
請
を
す
る
こ
と
な

く
、
登
記
官
が
職
権
に
よ
り
滅

失
登
記
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
現
地

調
査
な
ど
に
お
い
て
、
お
話
を

伺
う
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ

震
災
に
よ
る
被
災
建
物
の
滅
失
登
記

　
水
戸
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

アントラーズホームゲームにご招待・優待
稲敷市内に在住、在勤、在学の方を対象に、指定席
またはサポーターズシートを1,000円でご優待
いたします。また、中学生以下と65歳以上の方、
ファンクラブ会員は無料でご招待いたします。
▽引換開始時間：午後0時30分〜
※事前申込は不要です。当日、チケット引換券（下

記チケットを切り取る）および、市内在住、在勤、在
学であることを証明するものを持参し、稲敷市チ
ケットブースにお越しください。※指定席は先着
順となります。

Ｊ1リーグ第30節　ＶSヴィッセル神戸
　　　　　　　　　　　　　　午後5時キックオフ

●稲敷市企画課　tel：029-892-2000（内線2605）

10月22日（土）　県立カシマサッカースタジアム

（株）鹿島アントラーズFC

フレンドリータウンデイズ

「稲敷市の日」
鹿島アントラーズFC

撮影：オフィス・プリマベーラ

PHOTO:OFFICE PRIMAVERAPHOTO:OFFICE PRIMAVERA

特別招待・優待
チケット引換券

フ
レ
ン
ド
リ
ー

タ
ウ
ン
デ
イ
ズ

稲
敷
市
の
日 ヴィッセル神戸鹿島アントラーズ

2011年10月22日（土） 17:00キックオフ

vsvsJ1リーグ
第30節

Friendly Town Days

招待 ： 小中学生  ・  65才以上  ・  ファンクラブ会員
優待 ： 一般稲敷市　在住  ・  在勤  ・  在学

○でかこんで下さい

スポーツ
センター

1B指定席

（　　　　　）
稲敷市ブース

サポーターズ
シート メインスタンド

バックスタンド

水戸方面

鹿島神宮駅
方面

スタジアム前交差点51号バイパス

住金常陽

12：30～
引換え開始

●この券は2011年10月22日（土）J1リーグ第30節・ヴィッセル神戸戦の
　特別招待・優待チケット引換券です。
　（１B指定席（先着順）またはサポーターズシートとなります。）
●このチケットがご利用できるのは稲敷市在住、在勤、在学の方となります。
　■ご招待対象者（無料）
　　アントラーズファンクラブ会員・小中学生・65歳以上の方
　■ご優待対象者（1,000円）
　　上記項目に該当しない稲敷市在住、在勤、在学の方
●当日、観戦されるご本人様が稲敷市在住・在勤・在学であることを
　証明するものをご持参下さい。（例：運転免許証、保険証、学生証など）
●キックオフ時間は変更になる場合があります。下記ファンクラブ事務局へお問い合わせください。
●カシマスタジアム以外の会場へ変更となった場合、本券は無効となります。
●試合当日、本券ご持参の上、3ゲート横の赤い特設テントに
　お越しください。（※引換え開始は12：30～となります。）
●本件に関する問合せ先；アントラーズファンクラブ事務局　
　電話 0299-82-5555

2011.10.22引換券

切り取り線
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

　

一
定
の
支
援
金
が
支
給

東
日
本
大
震
災
で
、
住
宅
が
全

壊
す
る
な
ど
生
活
基
盤
に
著
し

い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し

て
、
申
請
に
よ
り
一
定
の
支
援

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■ 

対
象
と
な
る
被
災
世
帯

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
稲

敷
市
内
に
居
住
し
て
い
て
、
震

災
に
よ
り
次
の
被
害
を
受
け
た

世
帯

・
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

・
住
宅
が
半
壊
し
、
ま
た
は
住

宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
そ

の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し

た
世
帯

・
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世

帯■ 

支
給
に
つ
い
て

支
援
金
の
支
給
額

支
給
額
は
、
次
の
２
つ
の
支
援

金
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

※
1
人
世
帯
の
場
合
は
４
分
の

３
の
金
額
で
す
。

1 

基
礎
支
援
金
（
住
宅
の
被
害

程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）

全
壊
＝
１
０
０
万
円
／
解
体
＝

１
０
０
万
円
／
大
規
模
半
壊
＝

50
万
円

2 

加
算
支
援
金
（
住
宅
の
再
建

方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金
）

建
設
・
購
入
＝
２
０
０
万
円
／

補
修
＝
１
０
０
万
円
／
賃
借

（
公
営
住
宅
以
外
の
場
合
）＝
50
万

円
支
給
日

稲
敷
市
で
受
付
後
、
県
を
経
由

し
て
、
本
事
業
の
実
施
機
関
で

あ
る
「
財
団
法
人
都
道
府
県
会

館
」
で
審
査
後
、
同
法
人
よ
り

支
援
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

支
給
ま
で
は
２
か
月
ほ
ど
か
か

る
見
込
み
で
す
。

■ 

申
請
方
法

申
請
期
間

1 

基
礎
支
援
金

平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
（
災

害
の
あ
っ
た
日
か
ら
13
か
月
の
間
）

2 

加
算
支
援
金

平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で
（
災

害
の
あ
っ
た
日
か
ら
37
か
月
の
間
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
支

トピックストピックス

震
災
の
ガ
レ
キ
収
集

　

収
集
期
間
終
了
お
よ
び
搬
入
時
間
の
変
更

震
災
に
よ
る
、
ガ
レ
キ
の
収
集

は
、
平
成
24
年
１
月
31
日
で
終

了
と
な
り
ま
す
。

※
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
時
：
火
・
木
・
土
・
日
曜

日　
10
月
30
日（
日
）ま
で
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
11
月
１

日（
火
）〜
平
成
24
年
１
月
31
日

＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　
▽

場
所
：
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

養
豚
研
究
所
南
側
の
市
所
有
地

▽
必
要
書
類
：
り
災
証
明
の
写

し（
搬
入
の
際
に
入
り
口
受
付
で
掲

示
し
て
く
だ
さ
い
）　

▽
収
集
品

目
：
カ
ワ
ラ
、ブ
ロ
ッ
ク
、大
谷

石
、
灯
籠
、
家
屋
解
体
木
材（
金

具
類
を
取
り
外
し
た
も
の
）　
▽
問

合
先
：
稲
敷
市
生
活
環
境
課（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
４
０

０
・
４
４
０
２
）

■ 

解
体
木
材

解
体
木
材
で
木
端（
長
さ
50
㎝
以

下
で
太
さ
10
㎝
角
以
下
）、
木
く

ず
は
、
り
災
証
明
を
持
参
の
う

え
、
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組

合
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。持

放
射
線
無
料
測
定

　

ご
自
宅
の
大
気
中
放
射
線
量
を
測
定

市
職
員
が
訪
問
し
、
宅
地
内
の

放
射
線
量
を
無
料
で
測
定
し
ま

す
。

　
測
定
後
、
そ
の
場
で
結
果
を

お
渡
し
し
ま
す
。立
会
い
者
が

い
な
い
場
合
は
、
ご
自
宅
の
郵

便
受
け
な
ど
に
置
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。な
お
、
市
の
測
定

実
施
予
定
に
よ
り
、
日
時
の
ご

要
望
に
は
お
応
え
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
：
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方　
▽
測
定
方
法
：
簡
易
測

定
器
を
用
い
て
地
上
高
さ
50
㎝

の
大
気
中
を
測
定　
▽
申
込
期

間
：
11
月
１
日（
火
）〜
11
月
30

日（
水
）　
▽
申
込
方
法
：
生
活

環
境
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０
（
内
線
４
４
０
０
・
４

４
０
２
）

各庁舎駐車場の空気中測定値（抜粋）

単位：マイクロシーベルト／時　　※一日の平均値

込
時
間
な
ど
は
、
江
戸
崎
地
方

衛
生
土
木
組
合
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先
：
江
戸
崎
地
方
衛
生

土
木
組
合　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
８
４
１

■ 

上
記
で
集
め
ら
れ
な
い

も
の
に
つ
い
て

茨
城
県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
☎

０
２
９
︲
３
０
１
︲
７
１
０
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
収
集
は
有
料
）

給
申
請
書

・
り
災
証
明
書（
原
本
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票　
ま
た

は
外
国
人
登
録
済
証
明
書

・
預
金
通
帳
の
写
し

・（
加
算
支
援
金
を
同
時
に
申
請
す

る
場
合
）
今
後
の
住
宅
の
再
建

方
法
を
確
認
で
き
る
契
約
書
な

ど
の
写
し

※
住
宅
が
半
壊
し
、
ま
た
は
住

宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
そ

の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し

た
場
合
は
、
上
記
以
外
の
書
類

（「
滅
失
証
明
書
」
な
ど
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■ 

注
意
事
項

・
支
援
金
の
申
請
者
お
よ
び
振

込
先
は
、
原
則
と
し
て
、
被
災

世
帯
の「
世
帯
主
」と
な
り
ま
す
。

・
住
ん
で
い
た
方
に
対
す
る
支

援
制
度
の
た
め
、
非
住
家
や
事

業
所
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
自
己
所
有
の
住
宅
に
限
ら
ず
、

借
家
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸

住
宅
に
居
住
し
、
被
災
し
た
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
基
礎
支
援
金
と
加
算
支
援
金

を
同
時
に
申
請
す
る
必
要
は
な

く
、
最
初
に
基
礎
支
援
金
の
申

請
を
行
い
、
住
宅
の
再
建
方
法

が
決
ま
っ
て
か
ら
加
算
支
援
金

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
た
場

合
、
賃
借
に
係
る
支
援
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
、

新
た
に
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購

入
す
る
場
合
は
２
０
０
万
円
が
、

補
修
す
る
場
合
は
１
０
０
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
被
災
後
、
一
時
的
に
賃
借
住

宅
（
公
営
住
宅
を
除
く
）
に
入
居

さ
れ
た
世
帯
が
加
算
支
援
金
を

受
け
取
っ
た
場
合
、
事
情
に
よ

り
申
請
期
間
内
に
住
宅
を
建

設
・
購
入
ま
た
は
補
修
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に

支
給
し
た
額
と
の
差
額
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内
線
３
２
０
５ 

・

３
２
０
６
）

切り取り線
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特別招待・優待
チケット引換券

フ
レ
ン
ド
リ
ー

タ
ウ
ン
デ
イ
ズ

稲
敷
市
の
日 ヴィッセル神戸鹿島アントラーズ

2011年10月22日（土） 17:00キックオフ

vsvsJ1リーグ
第30節

Friendly Town Days

招待 ： 小中学生  ・  65才以上  ・  ファンクラブ会員
優待 ： 一般稲敷市　在住  ・  在勤  ・  在学

○でかこんで下さい

スポーツ
センター

1B指定席

（　　　　　）
稲敷市ブース

サポーターズ
シート メインスタンド

バックスタンド

水戸方面

鹿島神宮駅
方面

スタジアム前交差点51号バイパス

住金常陽

12：30～
引換え開始

●この券は2011年10月22日（土）J1リーグ第30節・ヴィッセル神戸戦の
　特別招待・優待チケット引換券です。
　（１B指定席（先着順）またはサポーターズシートとなります。）
●このチケットがご利用できるのは稲敷市在住、在勤、在学の方となります。
　■ご招待対象者（無料）
　　アントラーズファンクラブ会員・小中学生・65歳以上の方
　■ご優待対象者（1,000円）
　　上記項目に該当しない稲敷市在住、在勤、在学の方
●当日、観戦されるご本人様が稲敷市在住・在勤・在学であることを
　証明するものをご持参下さい。（例：運転免許証、保険証、学生証など）
●キックオフ時間は変更になる場合があります。下記ファンクラブ事務局へお問い合わせください。
●カシマスタジアム以外の会場へ変更となった場合、本券は無効となります。
●試合当日、本券ご持参の上、3ゲート横の赤い特設テントに
　お越しください。（※引換え開始は12：30～となります。）
●本件に関する問合せ先；アントラーズファンクラブ事務局　
　電話 0299-82-5555

2011.10.22引換券

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　11 月 8 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地
TEL.0297-87-7777 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場頑張れ、茨城！　頑張れ、稲敷！

「ふるさと元気祭り」セール開催中！
●「ポイントカード」サービスを開始しました
●稲敷産のぶどう・栗・柿が入荷しました
●秋の花苗と野菜苗が入荷しました

江戸崎庁舎 新利根庁舎 東庁舎 桜川庁舎
9月28日 0.198 0.244 0.155 0.231 
9月27日 0.248 0.146 0.193 0.251 
9月26日 0.293 0.199 0.156 0.210 
9月22日 0.230 0.211 0.174 0.214 
9月21日 0.199 0.230 0.185 0.188 
9月20日 0.282 0.265 0.142 0.217 
9月16日 0.178 0.262 0.184 0.181 
9月15日 0.246 0.273 0.176 0.229 
9月14日 0.225 0.265 0.187 0.267 
9月12日 0.272 0.263 0.147 0.207 
9月9日 0.279 0.201 0.157 0.196 
9月8日 0.237 0.292 0.190 0.276 
9月6日 0.231 0.236 0.173 0.232 
9月4日 0.235 0.239 0.137 0.275 
9月2日 0.299 0.243 0.170 0.219 
8月31日 0.242 0.266 0.199 0.330 
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トピックストピックス

税
金
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

納
め
忘
れ
を
放
置
し
て
い
る
と

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分

が
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
か
ら
の
通
知
は
必
ず
ご
確

認
の
う
え
、
お
早
め
に
納
付
く

だ
さ
い
。や
む
を
得
な
い
理
由

で
一
時
的
に
税
金
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
納
税
課
ま
で
早
め

に
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
納
税

の
計
画
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

差
押
実
施
状
況

稲
敷
市
で
は
、
市
税（
固
定
資
産

税
・
市
県
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
）の
滞
納
者
に
対

し
て
、
厳
し
い
滞
納
処
分
を
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
差
押
実
施
状

況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

ス
ト
ー
マ
装
具
の
保
管

　

災
害
時
に
備
え
ま
す

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
を
造
設
し
て
い
る
方
）
が
、

災
害
時
に
応
急
的
に
使
用
す
る

た
め
の
ス
ト
ー
マ
装
具
を
社
会

福
祉
課
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
社
会
福
祉
課

職
員
が
避
難
所
へ
届
け
ま
す
。

▽
対
象
者
：
市
内
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
ス
ト
ー

マ
装
具
の
保
管
を
希
望
す
る
方

▽
保
管
物
：
個
人
が
使
用
す
る

ス
ト
ー
マ
装
具（
お
お
む
ね
１
週

間
分
程
度
）　
▽
保
管
期
間
：
１

年
間　
▽
預
入
方
法
：
ご
自
身

が
使
用
し
て
い
る
装
具
を
社
会

福
祉
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
災
害
時
の
対
応
：
避
難
し
た

市
指
定
の
避
難
所
で
、
待
機
す

る
市
職
員
に
装
具
の
輸
送
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。　
▽
そ
の

他
：
普
段
か
ら
災
害
用
持
ち
出

し
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
装
具

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
０
７
）

税
金
を
納
め
忘
れ
る
と

督
促（
督
促
状
の
発
送
）

　
　
　
↓

財
産
調
査
（
預
貯
金
調
査
、

勤
務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況

調
査
、
不
動
産
所
有
状
況
調

査
な
ど
）

　
　
　
↓

財
産
差
押（
滞
納
者
の
私
有

財
産
の
中
か
ら
強
制
的
に
徴

収
す
る
手
続
き
）

　
　
　
↓

換
価
（
差
押
財
産
の
公
売
若

し
く
は
債
権
の
取
立
て
）

　
　
　
↓

配
当
（
換
価
代
金
の
市
税
な

ど
に
配
当
）

差押財産 22年度件数 21年度件数 比較
預金 161 191 ▲30
不動産 55 37 18
生命保険 20 17 3
債権 133 70 63
給与など 17 9 8
出資金 2 6 ▲4
過払い金 2 7 ▲5
自動車登録 3 3 0
年金 70 11 59
計 463 351 112 ■ 

納
期
限
内
の
納
付
を

私
達
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
資

金
が
必
要
で
す
。そ
の
主
要
な

財
源
は
私
達
の
税
金
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。必
ず

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を

市
税
は
種
類
に
よ
っ

て
納
期
が
違
い
ま
す
。

市
で
は
納
期
ご
と
に

防
災
無
線
に
よ
る
案

内
を
し
て
い
ま
す
が
、

口
座
振
替
手
続
き
を

し
て
い
れ
ば
安
心
で

す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
３
）

差押件数

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

東
地
区
・
江
戸
崎
地
区

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

　

市
内
の
選
手
が
優
秀
な
成
績
を

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
11

月
に
東
地
区
、
12
月
に
江
戸
崎

地
区
で
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ

ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を

実
施
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
下
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。排
出
さ
れ

る
方
は
登
録
料
・
処
理
料
を
ご

■ 

東
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

大
会

９
月
３
日
、
４
日
に
江
戸
崎
総

合
運
動
公
園
体
育
館
で
東
日
本

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
選
手
も
数
多
く
出
場

し
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し

つ
い
て
は
、
申
込
者
の
方
の
み

に
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
事
務
局

（
農
政
課
農
林
水
産
係
・
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

５

・
安
永
蓮
（
小
２
）
＝
全
日
本
Ｊ

ｒ
団
体
２
位

①使用済農ビ＝使用済農ビのみ。黒色、糸入りは回収しま
せん。※農ビには、統一マーク「農ビ」をブルー系でプリン
トしてあります。
②使用済農ポリ＝ハウス等被覆用ポリ、マルチフィルム、
寒冷紗、不織布、遮光シート、果実下敷材、灌水・散水チュ
ーブ、マイカ線、苗箱、園芸用育苗トレイ・ポット、肥料袋、
畦シート、ポリコンテナなど
※農ビと農ポリは分別し、土砂などを除去してください。

回収品目

た
。

■ 

市
長
へ
表
敬
訪
問

８
月
23
日
に
市
内
の
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
が
市

長
に
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

・
大
谷
龍
太
郎
（
高
３
）

＝
川
崎
市
長
杯
ジ
ャ
パ

ン
ク
ラ
ブ
３
位

・
白
糠
遼
（
高
２
）
＝
国

際
大
会
選
考
試
合
優
勝

（
国
際
年
齢
別
大
会
出
場
）

・
石
川
和
（
中
１
）・
大

内
颯（
中
１
）＝
全
日
本

Ｊ
ｒ
シ
ン
ク
ロ
２
位

・
鈴
木
莉
々
香
（
小
３
）

＝
川
崎
市
長
杯
ジ
ャ
パ

ン
ク
ラ
ブ
優
勝

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。な
お
、
６
月
に

新
利
根
地
区
、
桜
川
地
区

の
回
収
時
に
登
録
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、

処
理
料
の
み
と
な
り
ま
す
。

■ 

申
込
方
法

10
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、

農
政
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。な
お
、
期
日
を

過
ぎ
て
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、回

収
品
目
（
農
ビ
・
農
ポ
リ
の

量
、
苗
箱
の
枚
数
）
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
収
日
時
な
ど
の
詳
細
に

▷
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

▷
表
敬
訪
問

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀
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寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
発
行

　

大
切
に
保
管
を
！

い
き
い
き 

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン

　

男
女
共
同
参
画

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
23
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

■ 

県
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画（
第
２
次
）

県
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
「
茨
城
県
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画（
い
き
い
き

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
）」を
策
定
し
、

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
22
年
度

に
第
１
次
計
画
期
間
が
終
了
し
、

こ
の
た
び
、
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
（
第
２
次
）（
計
画
期
間
平

成
23
年
度
〜
27
年
度
）
を
平
成
23

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
１
次
計

画
で
の
課
題
を
踏
ま
え
策
定
さ

れ
て
い
て
、
３
つ
の
基
本
目
標

を
柱
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

1 

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
構
築

2 

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

3 

多
様
な
働
き
方
を
可
能
に

す
る
環
境
の
整
備

■ 

市
の
計
画
も
見
直
し

県
の
２
次
計
画
の
策
定
に
先
立

ち
、
国
に
お
い
て
は
、
平
成
22

の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の

は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
１
１

７
／
Ｉ
Ｐ
電
話
＝
☎
０
３
︲
６

７
０
０
︲
１
１
３
０

▽
問
合
せ
時
間
：
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　
※
平
日
の
み

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

年
12
月
に
、「
第
３
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」（
計
画
期

間
：
平
成
23
年
度
〜
32
年
度
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
平
成
19
年
３

月
に
「
稲
敷
市
男
女
共
同
参
画

計
画
」（
計
画
期
間
：
平
成
19
年
度

〜
28
年
度
）
を
策
定
し
て
い
ま

す
が
、
国
・
県
共
に
新
計
画
期

間
に
移
行
し
、
ま
た
、
稲
敷
市

の
男
女
共
同
参
画
計
画
も
計
画

期
間
の
前
半
を
終
了
す
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、今
後
、国
・
県
の

計
画
を
参
考
に
稲
敷
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
を
開
催
し
、
見

直
し
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
男
女
共

同
参
画
係
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
４
０
１
）

・
県
女
性
青
少
年
課　
hphttp:

//w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/bugai/josei/
danjo/jyourei_keikaku.
htm

l

農
業
者
年
金
制
度
の
ご
案
内

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、自
分
自
身
の
年
金
を

年
金
は
、
家
族
一
人
ひ
と
り
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。老

後
生
活
へ
の
備
え
の
た
め
に
、

国
民
年
金
の
上
乗
せ
の
年
金
と

し
て
の
「
農
業
者
年
金
」
を
紹

介
し
ま
す
。

農
業
者
の
方
な
ら
、広
く
加

入
で
き
る

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
人
は
だ
れ

で
も
加
入
で
き
ま
す
。脱
退
は

自
由
で
す
。脱
退
一
時
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期
間

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
支

払
っ
た
保
険
料
は
将
来
、
年
金

と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

年
金

自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積

み
立
て
る
、
積
立
方
式
の
確
定

拠
出
型
年
金
で
す
。毎
年
６
月

末
ま
で
に
「
付
利
通
知
」
で
個

人
ご
と
の
積
立
、
運
用
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
自
由
に
決

め
ら
れ
る

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
向
け
て
、
自
分
で
保
険

料
を
決
め
ら
れ
ま
す
（
月
額
２

万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間
・
千

円
単
位
で
自
由
に
選
択
）。農
業

経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応

じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

80
歳
ま
で
の
保
証
の
付
い

た
終
身
年
金

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
80

歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
年
金
が
、
死
亡
一
時
金

と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税

に
つ
な
が
り
ま
す
。（
民
間
の
個

人
年
金
の
場
合
は
、
控
除
額
の
上

限
は
５
万
円
で
す
）

農
業
の
担
い
手
に
は
、手
厚

い
政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補

助
）が
あ
り
ま
す

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
な
ど
、
農
業
の
担
い
手

と
な
る
方
に
は
、
国
か
ら
月
額

最
高
１
万
円
の
保
険
料
補
助
が

あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
４

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所

得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
12
月
１
日
の
提
出

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま

り
ま
す
。も
し
、
提
出
を
忘
れ

る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

■ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
が

送
付
さ
れ
る
方

・
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０

８
万
円
以
上

・
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５

８
万
円
以
上

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業

英語を習ってみませんか  
　　　　　　ENGLISH IS THE FUTUREＩ♥ ENGLISH

・すぐにできる会話
・受験・留学・海外旅行
 転職・第2の人生の準備
・情報収得（英語のネット・新聞）
・学校教員のスキルアップ講習

・学生からシニアまで
 障害のある方、赤ちゃん連れのお母様も
 大歓迎（ご自宅でも可能）
・国際交流のリラックスタイム（日本語O.K）
・その他、翻・通訳も承ります。

江戸崎外国語センター（ドリス）　tel.029-892-3526　http://dn-en.jp

昼間のフリーチケット＝￥20,000から（10回×60分）
体験学習からお気軽にどうぞ。詳細はお問い合わせください。 結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から



稲 敷 で 生 き る 人 々

プロフィール
江戸崎総合高等学校３年、弓道部所属。江戸崎
中学校では剣道部に所属。高校になってから初
めて弓道に出会う。昨年もインターハイへ出場
し準決勝進出の経験を持つ。８月５日、岩手県
営武道館を会場におこなわれたインターハイ
では念願の優勝を飾る。 （写真上：右から３人目

が相原さん、右から２番目が顧問の飯塚先生）

第25回　相原 利恵 さん
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不
動
産
公
売
を
実
施

　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

土
地
①

▽
所
在
：
稲
敷
市
下
根
本
字
吹

上　
▽
地
番
：
２
４
６
６
番
１

▽
地
目
：
田　
▽
地
積
：
１
７

２
６
㎡土

地
②

▽
所
在
：
稲
敷
市
下
根
本
字
吹

上　
▽
地
番
：
２
４
６
６
番
２

▽
地
目
：
田　
▽
地
積
：
１
５

０
㎡

■ 
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構　
☎

０
２
９
︲
２
２
５
︲
１
２
２
１

／
hphttp://w

w
w
.ibaraki-

sozei.jp/

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
、
不
動
産
公
売
を
実
施

し
ま
す
。な
お
、
中
止
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
１
日（
火
）　
午

後
０
時
50
分
〜　
▽
場
所
：
県

水
戸
合
同
庁
舎
５
階

■ 

公
売
不
動
産

公
売
不
動
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
稲
敷
市
納
税
課
で
公
売
広

報
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
売
却
区
分
番
号
：
２
３
︲
４

８　
▽
見
積
価
額
：
82
万
円

▽
公
売
保
証
金
：
９
万
円

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
聖苑香澄での お料理とお飲み物は
売店で お取扱いしております。

協同組合 聖苑香澄売店

お
詫
び
と
訂
正

広
報
稲
敷
９
月
号
（
社
協
の
ひ
ろ
ば
）
に
掲
載
し
ま
し
た
、
善
意

銀
行
運
営
事
業
の
寄
付
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
誤
】　
黒
田
端
子
＝
使
用
済
切
手
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

【
正
】　
黒
田
瑞
子
＝
使
用
済
切
手
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

勧
誘
に
は
ご
注
意
を

詐
欺
ま
が
い
な
勧
誘
が
多
発
し

て
い
ま
す
。相
手
の
説
明
を
鵜

呑
み
に
せ
ず
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
勧
誘
に
対
し
て
は
、
は
っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

貴
金
属
の
押
し
買
い
（
押

し
売
り
の
逆
）

「
震
災
で
医
療
機
器
を
つ
く

る
材
料
が
不
足
し
て
困
っ
て
い

る
。使
っ
て
い
な
い
指
輪
や
ネ

ッ
ク
レ
ス
を
提
供
し
て
ほ
し

い
。」

品
物
を
業
者
に
渡
し
て
し
ま
う

と
二
束
三
文
で
買
い
取
ら
れ
、

後
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難

で
す
。訪
問
販
売
と
は
違
っ
て

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
出
来
ま
せ

ん
。

■ 

医
療
機
関
債
や
病
院
債

（
社
債
の
よ
う
な
有
価
証
券
で

は
な
く
金
銭
消
費
貸
借
契
約
）

「
国
債
な
ど
と
同
じ
で
あ
り
、

元
金
割
れ
し
な
い
。高
い
利
息

が
つ
く
。」

決
し
て
国
債
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
元
本
や
利
息
が
保
証

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
ま
る
っ
き
り
実
態
が
な
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

Q弓道を始めたきっかけ
A入学した時に顧問の飯塚先生や友
達に誘われたんです。実際に入部し
てみると「弓道」がすごく楽しくて、
先輩が引いているのを見て、「自分
も早くあんな風になりたいな」と思
っていました。
Q弓道の魅力は
A結果がはっきりしていることです。
的に中

あ
たるか、外れるか。

　私は中学校の時、剣道部だったん
ですが、剣道は相手がいる。でも、弓
道は相手がいないので自分との勝負
なんです。だから、気分が落ち込ん
でいるときなどは、結果にすぐ出て

しまいます。でも、そういうところ
に魅力を感じました。
Q日頃の練習は
A主に心技体の確認です。「技」は形
（射型）の確認。「体」は的の前で数を
こなす。「心」はイメトレを含めた試
合の想定です。この３つのことが全
て整うように、毎日心がけています。
Q今回の大会の決勝では
A最後まで諦めない気持ちでした。
　特に相手のことは考えずに、次の
自分の一本に集中していました。決
勝には23人が残り、５本目を引い
た時点で２人にしぼられました。私
は次の６本目も詰めましたが、後か

ら引く相手の結果を気にせず、次に
引くことだけを考えていました。
Q優勝出来たのは
Ａ飯塚先生の日頃からの教えと、自
分がその教えに従ってきたことだと
思います。
　そして何より、部活の仲間達が会
場に応援に来てくれたことだと思い
ます。メンタル面で大きな支えとな
りました。最高の仲間達です。
Q今後の目標・進路は
A大学に進学したいです。もちろん、
これからも弓道は続けていって、も
っともっとうまくなりたいです。
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（
日
）　
午
前
10
時
〜（
受
付
：
午

前
９
時
〜
）　
※
雨
天
決
行　
▽

集
合
場
所
：
市
役
所
江
戸
崎
庁

舎
（
駐
車
場
あ
り
）　

▽
コ
ー

ス
：
稲
敷
市
役
所
→
リ
バ
ー
サ

イ
ド
公
園
→
菅
天
寺
→
吹
上
→

茨
城
百
景
→
天
王
宮
→
美
浦
ト

レ
セ
ン
→
小
角
→
合
同
庁
舎
→

瑞
祥
院
→
稲
敷
市
役
所　
▽
申

込
締
切
：
10
月
31
日（
月
）必
着

▽
申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
で

大
会
名
、
参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
左
記

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

（
担
当
：
山
元
一
郎
）　

☎
０
２

９
︲
８
７
４
︲
７
１
９
５
／
〒

３
０
０
︲
１
２
３
７　
牛
久
市

田
宮
２
︲
２
４
︲
２
０

成
年
後
見

無
料
相
談
会

成
年
後
見
の
専
門
家
で
あ
る
司

法
書
士
が
成
年
後
見
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
予
約
制
で
す
の
で
、
下
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
５
日（
土
）　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　
▽
相
談

内
容
：
成
年
後
見
、
遺
言
、
相

続
な
ど　
▽
場
所
：
県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
）　

▽

予
約
電
話
：
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城

支
部　
☎
０
２
９
︲
３
０
２
︲

３
１
６
６
／
茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
５
︲
０
１
１

１
行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
10
月
23
日（
日
）　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

▽
会

場
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽
相
談

内
容
：
相
続
や
遺
言
に
関
す
る

こ
と
、
法
人
設
立
お
よ
び
営
業

許
可
に
関
す
る
こ
と
、
外
国
人

ビ
ザ
・
永
住
・
帰
化
に
関
す
る

こ
と
、契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会　
☎
０

２
９
︲
３
０
５
︲
３
７
３
１

年
金
相
談

常
陽
銀
行

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
年

金
の
相
談
に
応
じ
、
請
求
手
続

き
の
代
行
を
し
ま
す
。

　
予
約
制
で
す
の
で
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
19
日（
水
）、
11

月
16
日（
水
）　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　
▽
場
所
：
常
陽
銀
行

江
戸
崎
支
店

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

健
康
ま
つ
り

済
生
会
病
院

龍
ケ
崎
済
生
会
病
院
で
は
、
第

６
回
「
済
生
会
病
院
健
康
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
13
日（
日
）　
午

前
10
時
〜
午
後
２
時　

▽
内

容
：
特
別
講
演
「
健
康
と
被

爆
」、
禁
煙
相
談
、
検
診
相
談
、

眼
圧
測
定
、
骨
密
度
測
定
、
血

糖
値
測
定
、
血
管
年
齢
、
妊
婦

老
人
体
験
、
塩
分
濃
度
ク
イ
ズ
、

手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク　
▽
会
場
：

龍
ケ
崎
済
生
会
病
院　

▽
入

場
：
無
料

●
龍
ケ
崎
済
生
会
病
院　
☎
０

２
９
７
︲
６
３
︲
７
１
１
１

原
子
力
事
故

本
補
償
の
受
付
開
始

ご
避
難
者
様
や
県
内
法
人
・
個

人
事
業
主
様
に
対
す
る
本
補
償

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

補
償
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

福
島
原
子
力
補
償
相
談
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室　

☎
０
１
２
０
︲
９
２
６
︲
４
０

４●
東
京
電
力　

http://w
w
w
.

tepco.co.jp/index-j.htm
l

江
戸
崎
総
合
高
校

江
陵
祭

２
年
に
１
度
の
文
化
祭
「
江

こ
う
り
ょ
う陵

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
模
擬
店
や
屋
外
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
系
列
で

育
て
た
野
菜
な
ど
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
29
日（
土
）　
午

前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

※
野
菜
な
ど
の
販
売
は
午
前
10

時
〜

●
県
立
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
１
０

３

バ
ザ
ー

イ
ナ
ズ
マ
ッ
ク
ス

「
第
２
回
！
イ
ナ
ズ
マ
ッ
ク
ス

震
災
募
金
バ
ザ
ー
＆
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

　
江
戸
崎
地
区
の
各
小
中
学
校

体
操
服
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

制
服
な
ど
を
５
０
０
円
か
ら
販

売
し
ま
す
。

　
売
上
金
は
、
全
額
、
震
災
募

金
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
19
日（
土
）　
午

前
10
時
〜
正
午　
※
雨
天
決
行

▽
場
所
：
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎

駐
車
場

●
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ナ
ズ
マ
ッ
ク
ス
２
０
０
１

☎
０
９
０
︲
２
７
４
１
︲
３
６

８
７ウ

ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０

稲
敷
市
・
美
浦
村
大
会

健
康
増
進
や
、
地
域
の
自
然
・

歴
史
に
ふ
れ
、
生
活
の
質
的
向

上
と
地
域
社
会
の
活
性
化
を
計

る
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
大
会
名
：
ウ
ォ
ー
ク
日
本
１

８
０
０　
▽
日
時
：
11
月
20
日

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
８
月
）

１
日
：
経
営
戦
略
会
議
（
江

戸
崎
庁
舎
）

４
日
：
生
活
安
全
推
進
協
議

会
・
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
桜
川
庁
舎
）、
羽
賀
地
区
市

政
報
告
会（
羽
賀
公
民
館
）

５
日
：
稲
敷
広
域
臨
時
議
会

（
龍
ヶ
崎
消
防
署
）

６
日
：
江
戸
崎
少
年
野
球
大

会
（
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園
）、

宝
永
館
納
涼
祭（
宝
永
館
）、神

宮
寺
第
一
子
ど
も
会
盆
踊
り

大
会（
神
宮
寺
集
落
セ
ン
タ
ー
）

８
日
：
庁
議（
江
戸
崎
庁
舎
）

９
日
：
災
害
対
策
本
部
（
桜

川
庁
舎
）、
企
業
誘
致
勉
強
会

（
江
戸
崎
体
育
館
）

11
日
：
介
護
保
険
策
定
委
員

会（
新
利
根
庁
舎
）

14
日
：
さ
く
ら
が
わ
盆
踊
り

大
会（
桜
川
総
合
運
動
公
園
）

18
日
：
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
通
常
総
会（
東
庁
舎
）

19
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
東
庁
舎
）

21
日
：
稲
敷
地
区
防
犯
少
年

柔
剣
道
大
会（
新
利
根
中
学
校
）

22
日
：
江
戸
崎
入
地
区
湛
水

防
除
施
設
管
理
協
議
会
総
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）、小
野
川
地
区

湛
水
防
除
事
業
管
理
協
議
会

総
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

23
日
：
人
権
同
和
問
題
研
修

会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）、
記
者
発
表
（
江
戸
崎
庁

舎
）、江
戸
崎
地
区
湛
水
防
除

施
設
管
理
協
議
会
総
会
（
江

戸
崎
庁
舎
）

25
日
：
新
米
初
検
査
（
Ｊ
Ａ

稲
敷
）、
基
幹
水
利
施
設
管
理

強
化
推
進
委
員
会
（
新
利
根

川
土
地
改
良
区
）、
稲
敷
地
方

市
町
村
自
衛
隊
協
力
会
総
会

26
日
：
稲
敷
市
家
畜
衛
生
指

導
協
会
総
会（
東
庁
舎
）

27
日
：
大
日
苑
ミ
ニ
夏
祭
り

（
大
日
苑
）、
プ
エ
ブ
ロ
納
涼

祭（
プ
エ
ブ
ロ
）

30
日
：
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）

31
日
：
市
長
杯
親
善
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会（
江
戸
崎
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
）、記
者
発
表（
江
戸

崎
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：10月15日（土）、11月26日（土）午後1時〜4時　▽
場所：あずま生涯学習センター　▽対象者：稲敷市・および周
辺の独身男女。年齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当
日はご自身のスナップ写真（L版、腰から上の上半身、３か月以内に

撮影したもの）をお持ちください。本人の同意があれば、ご両親
の相談も受け付けます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2610）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会（電話相談あり）

出張就職無料相談会
▽日時：11月16日（水）　※毎月第3水曜日　午前10時～正
午、午後1時〜3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410
就活スキル向上セミナー（無料）
▽日時：11月10日、12月1日（木）午後2時40分〜3時40
分　▽場所：GIOVANNI 龍ヶ崎校（龍ケ崎市姫宮町139）

●セキショウ キャリア プラスtel.029-860-5080

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。
※10月より、電話相談も開始しました。
▽日時：10月25日（火）午前9時30分～正午　あずま生涯学
習センター（tel.0299-79-0042）／11月22日（火）午前9時
30分～正午　江戸崎公民館（tel.029-892-4110）　▽対象者：
市内企業者および勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）
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10月20日（木）	 東庁舎	 弁護士
10月27日（木）	 江戸崎公民館
11月4日（金）	 ふれあいセンター	 弁護士
11月10日（木）	 桜川庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。　申込：稲敷市社会福祉協議会
tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。
▽日時：10月26日（水）午前10時〜午後4時　▽場所：各公
民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談
11月15日（火）　江戸崎庁舎／ 11月16日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝11月7日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6人
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　
▽日時：10月26日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：10月26日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

10月16日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
10月23日（日）	 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
	 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
10月30日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
11月3日（木）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
11月6日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 11月9日（水）午後1時30分～
生花教室	 11月17日（木）午後1時30分〜
手話愛好会	 11月18日（金）午後7時〜
絵手紙教室	 11月23日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 11月24日（木）午前9時〜
料理教室	 11月28日（月）午前10時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市の人口（常住人口）
総人口：46,096（-120）

世帯数：14,735（-18）

※9月1日現在。かっこ
内は前月比

10月の納税
▽納期限：10月31日（月）

・市県民税：3期
・介護保険料：4期
・国民健康保険税：4期
・後期高齢者医療保険料：4
期

informationくらしと情報

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信



で・き・ご・と
8-9月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2610）

1
試
験
的
に
校
庭
の
放
射
能
除
染
作
業
を
実
施

市
内
で
比
較
的
放
射
線
の
値
が
高
か
っ
た
、
根
本
小
学
校
と
新

利
根
幼
稚
園（
い
ず
れ
も
文
科
省
の
安
全
基
準
値
以
下
）の
校
庭（
園

庭
）
の
放
射
能
除
染
作
業
が
試
験
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
重
機
や
手
作
業
で
表
面
の
土
を
１
セ
ン
チ
以
上
削
る
と
い
う

も
の
。作
業
後
の
測
定
で
は
数
値
も
半
分
以
下
に
下
が
り
、
一

定
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
Ｇ
Ｇ
、ク
ラ
ブ
選
手
権
北
関
東
大
会
突
破

稲
敷
市
を
本
拠
地
と
す
る
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
（
Ｇ
Ｇ
）

が
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
の
北
関
東
大
会
を
突
破
し
、
３
年
ぶ
り

に
全
国
大
会
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。全
国
大
会
で
は
、
残
念

な
が
ら
初
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
敗
戦
を
糧

に
、次
に
控
え
る
関
東
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
に
向
か
い
ま
す
。

写
真
：
２
ａ
＝
市
役
所
へ
全
国
大
会
出
場
の
報
告
／
２
ｂ
＝
全

国
大
会
で
の
一
コ
マ
。

3
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
で
避
難
訓
練

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。こ
の
日
に
あ
わ
せ
、
稲
敷
市
介
護

予
防
施
設
（
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
）
で
は
避
難
・
消
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。火
災
報
知
器
の
音
と
と
も
に
、
職
員
が
施
設
利
用

者
の
皆
さ
ん
を
素
早
く
前
庭
に
誘
導
し
ま
し
た
。ま
た
、
そ
の

後
模
擬
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
の
為
の
防
災
に

関
す
る
知
識
、行
動
力
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

4
救
急
の
日（
９
月
９
日
）に
先
立
ち
救
急
広
場
を
開
催

９
月
４
日
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
救
急
医
療
・
救
急
業
務
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
江
戸
崎
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
に
お
い
て
「
救
急
広
場
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。江
戸
崎
消
防
署
と
女
性
消
防
団
に
よ
る
心
肺
蘇

生
法
の
実
演
・
指
導
や
血
圧
測
定
な
ど
を
行
い
、
買
い
物
客
に

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

5
今
年
も
運
動
会
で
た
か
ら
音
頭
を

昨
年
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
作
ら
れ
た
「
た
か
ら
音

頭
」。今
年
も
こ
の
音
頭
の
普
及
の
た
め
、
稲
敷
た
か
ら
音
頭
の

普
及
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、
小
学
校
に
出
向
き
、
踊
り
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。た
か
ら
音
頭
は
小
学
校
な
ど
の
運
動
会
で
踊

ら
れ
ま
し
た
。

写
真
：
あ
ず
ま
北
小
学
校（
９
月
８
日
）

6
銀
座
で
稲
敷
産
米
の
Ｐ
Ｒ

９
月
12
日
、
銀
座
の
黄
門
マ
ル
シ
ェ
（
県
が
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
の
前
で
、
稲
敷
産
米
（
あ
き
た
こ
ま
ち
）
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
催
は
稲
敷
市
、Ｊ
Ａ
稲
敷
、県
産
米

銘
柄
化
協
議
会
。街
頭
で
は
市
長
や
Ｊ
Ａ
組
合
長
自
ら
が
、「
安

全
、安
心
」を
強
調
し
な
が
ら
、ス
ー
ツ
姿
の
男
女
や
主
婦
の
皆

さ
ん
に
、お
米
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

7
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る

義
援
金
と
、
寄
附
金
そ
れ
に
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本
（
東
北
関

東
）
大
震
災
義
援
金
を
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
：
７
ａ
＝
桜
川
青
年
会（
９
月
13
日
）
／
７
ｂ
＝
茨
城
県
自

動
車
整
備
振
興
会 

江
戸
崎
支
部（
９
月
14
日
）

■
稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る
義
援
金

１
８
９
件
／
１
１
０
８
万
５
２
３
４
円（
９
月
26
日
現
在
）

■
稲
敷
市 

災
害
復
旧
等
対
策
に
係
る
寄
附
金

30
件
／
４
３
２
万
９
２
０
６
円（
９
月
26
日
現
在
）

■
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本（
東
北
関
東
）大
震
災
義
援
金

１
２
３
件
／
４
３
６
万
１
０
３
６
円（
９
月
26
日
現
在
）

3b

3a 1

6

4

5b

2b

2a

7b

7a
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

あそびの広場日程（10月15日〜11月8日） 18日（火）	 運動会グッツを作ろう（どなたでも）

19日（水）	 おさがりリサイクル（どなたでも）

21日（金）	 つばさ・ひまわり子育て運動会（どなたでも 

	 50組）

25日（火）	 給食体験（離乳食完了児　要予約　5組）

27日（木）	 赤ちゃん集まれ（首座り～ 1歳）

11月
1日（火）	 ムーブメント（どなたでも）

2日 （水）	 手芸講座（要予約　10組）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

10月
19日（水）	 給食体験（離乳食完了児　要予約　5組）

21日（金）	 つばさ・ひまわり子育て運動会（どなたでも　

	 50組）

26日（水）	 救命救急講座（10組　要予約）

28日（金）	 赤ちゃん集まれ（首座り〜1歳）

11月
1日（火）	 エアロビでリフレッシュ（どなたでも）

4日（金）	 木の実で遊ぼう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
10月
18日（火）	 折り紙であそぼう ／桜川公民館
19日（水）	 すくすくday ／東保健センター
20日（木）	 ベビーマッサージ（ねんねの赤ちゃん）／あいアイ
25日（火）	 誕生会（10月生まれ）／あいアイ
29日（土）	 あいアイフェスティバル ／あいアイ
11月
8日（火）	 すくすくday ／桜川保健センター
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

※下記日程以外でも、毎日開設していますので自由に遊べ
ます。（午前9時～午後4時）

10月

第5回あいアイフェスティバル開催！
手作り作品の展示やヨーヨーつりなど
楽しいことがいっぱいです。
　シンガーソングライター「荒巻 シャ
ケ氏」による楽しいあそびのコーナー

あいアイ

つばさ・ひまわり

皆さんお誘い合って参加してください。
▽日時：10月21日（金）　午前10時
15分～正午　▽場所：江戸崎体育館
サブアリーナ　▽持ち物：飲み物、シー
ト・座布団など　▽人数：50組　▽申
込：10月19日（水）までに、各センター
にお申し込みください

子育て運動会に参加しよう
子育て運動会は、赤ちゃんからご家族
皆さんで楽しめるアットホームな運動
会です。
　運動会グッズ作りもありますので、

もあります。
▽日時：10月29日（土）　午前10時
～正午　▽場所：子育て支援センター
あいアイ　▽対象：就園前の子どもと
保護者（定員70組）　▽申込：10月20
日（木）まで

△おみこしを囲んでおまつりごっこ △段ボールで車を作りました
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　　　東地区健診
予約の必要はありません。特定健康診査を受診する方
は、「健康保険証」と「特定健診受診券」をご持参くださ
い。
　また、40歳以上の方は、胸部レントゲン検査の対
象となります。（無料）

　なお、大腸がん検診を希望する方は、容器を送りま
すので受診日10日前までにご連絡ください。

　　　東・ふれあいセンター総合健診
ふれあいセンターに電話、または来所にてお申し込みくだ
さい。
※胃がん検診・腹部超音波検診をご希望の方は総合健診で
受けられます。がん検診は、対象年齢の方は医療保険に関
係なくどなたでも受けることができます。

　　　インフルエンザ予防接種
高齢者インフルエンザ定期予防接種
高齢者の接種料金の一部を公費負担（2,000円）します。
　対象の方には、インフルエンザの予診票兼接種券を郵送
します。医療機関に直接予約をしてお受けください。
▽予防接種が受けられる期間：平成24年3月31日まで
▽対象者：接種当日に65歳を過ぎている方、接種当日に
60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器に障害を持って
いる方（障害1級）

こどものインフルエンザ任意予防接種
お子さんの接種料金の一部を助成します。助成を希望する
方は、申請が必要です。
▽対象年齢：6か月児〜中学3年生
▽補助金額：１回１,000円
▽申請期間：平成24年3月31日まで（月～金曜日　午前8

期日 会場（受付時間）
午前10時～ 11時 午後1時30分～2時30分

10月26日（水） 町田集落センター 幸田集落センター
10月27日（木） 阿波崎集落センター 第1区田園都市センター
10月28日（金） 西代集落センター 新東小学校体育館
10月31日（月） 東保健センター

健診日 会場 予約日
12月3日（土）ふれあいセンター 11月1日（火）、2日（水）12月4日（日）東保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

　tel.0297-87-6111

時30分～午後5時15分）

▽申請方法：任意接種となるため、ふれあいセンターにお
いて申請（印鑑持参）

▽接種期間：平成24年3月31日まで
詳細については健康増進課へお問い合わせください。
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

　tel.0297-87-6111 ／稲敷市伊佐津3239-1



生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
	 	 fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新刊図書
「慈雨の音」宮本輝、「確率捜査官御子
柴岳人」神永学、「光あれ」馳星周、「緑
の毒」桐野夏生、「峠うどん物語  下」重
松清、「手術は、しません」団鬼六、「恋
愛検定」桂望実、「柿のへた」梶よう子、
「人生の収穫」曾野綾子、「荒野に獣慟
哭す 上下」夢枕獏、「SL「貴婦人号」の
犯罪」西村京太郎、「マンゴスチンの恋
人」遠野りりこ、ほか

江戸崎公民館図書室

おはなし会
▽日時：11月19日（土）　午後2時～
3時　▽場所：江戸崎公民館　和室

は、パスワードが必要になります。
▽パスワードを発行できる人：稲敷市
在住、在勤、在学で図書館利用カード
をお持ちの中学生以上の方。　▽パス
ワード発行館：市立図書館、市内公民
館図書室　▽必要な物：図書館利用
カード、身分証（現住所が確認できるもの）

子ども映画会
■おむすびころりん
NHKラジオでおなじみの「お話でて
こいおはなし佐野浅夫」の音声テープ
をそのまま使用し、映像化されたアニ
メーション。
▽日時：11月12日（土）、13日（日）　
午後2時〜（上映時間15分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：10月30日（日）　午前10時
30分〜

市立図書館

リサイクル本
リサイクルブックフェアを開催しま
す。除籍した本や雑誌を差し上げます。
▽場所：図書館2階　▽申込：当日、図
書館カウンター　▽その他：持ち帰り
用の袋をご用意ください
■10月22日（土）
▽時間：午前9時～　▽対象：市内在
住の方　▽必要なもの：身分証明書（各

自必要）

■10月23日（日）～ 11月２日（水）
▽時間：午前9時～　▽対象：どなた
でも
※各公民館図書室のリサイクル本は、
文化祭の会場で開催します。

インターネット予約を開始
10月4日から、パソコン・携帯電話な
どより、インターネット予約・照会が
できるようになりました。利用するに
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「水辺の楽校キャンプだよ」を開催

8月26日から27日にか
けて市内の小学生40人
が参加し、「水辺の楽校
キャンプだよ」を開催し
ました。
　天候の悪い中でした
が、子ども達は飯盒炊飯
やレクリエーションを楽
しみました。

スポーツ少年団が全国大会で大活躍

8月13日、14日の2日間にわたり、
日本空手協会主催による文部科学大臣
杯第54回小学生・中学生全国空手道
選手権大会が三重県で開催されました。
　中学3年女子形に出場した水飼晴稀

江戸崎地区町内対抗野球大会結果

8月13日に江戸崎野球場と沼田野球
場で、江戸崎地区町内対抗野球大会が
開催されました。毎年、お盆に開催さ
れている伝統ある大会。
　快晴のなか、江戸崎地区から6チー

選手（東中学校）が3位、また、中学３年
女子組手に出場した丘野優佳選手（江

戸崎中学校）が3位、小学3年女子組手
に出場した内田陽子選手（太田小学校）

が敢闘賞（ベスト8）に入賞しました。

ムが参加し、熱戦が繰り広げられまし
た。
優勝＝下君山
準優勝＝田宿
第3位＝松山、大宿

内田さん、丘野さん、水飼さん（左から）

下君山チーム

文化祭などによる休館・休室
10/25（火） 26（水） 27（木） 28（金） 29（土） 30（日） 31（月）

図書館 休館 休館
江戸崎 休室 休室
新利根 休室 休室 休室
桜川 休室

11/1（火） 2（水） 3（木） 4（金） 5（土） 6（日） 7（月）

図書館 休館 休館
江戸崎 休室 休室 休室 休室 休室
新利根 休室 休室 休室 休室 休室 休室 休室
桜川 休室 休室 休室 休室 休室 休室 休室

図書カレンダー  10〜11月
市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
10月
	 16	 17	 18	 19	 20	 21	 22
	 23	 24	 25	 26	 27	 28	 29
	 30	 31
11月
	 	 	 1	 2	 3	 4	 5	
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	 13	 14
江戸崎図書室・新利根・桜川図書室
毎週月曜日、文化祭の休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　
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戌い
ぬ
わ
た
り渡の
稲
荷
神
社　
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祭
礼
と
言
い
伝
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●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
惠
子

利
根
川
と
新
利
根
川
の
中
間
に

位
置
す
る
戌
渡
に
は
宇
賀
神
社

（
稲
荷
神
社
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
現
在
も
毎
年
二

月
、
初
午
の
日
に
は
氏
子
た
ち

の
手
で
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。御
祭
神
は
倉
く
ら
い
な
た
ま
の
み
こ
と

稲
魂
命
、

配
祀
は
譽ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命
で
、
ど
ち
ら

も
五
穀
豊
穣
の
神
様
で
す
。由

緒
沿
革
は
安
永
三
年
（
一
七
七

四
・
甲
午
）二
月
に
京
都
・
伏
見

稲
荷
よ
り
分
社
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
五
穀
豊
穣
・
商
売
繁

盛
・
家
内
安
全
の
神
と
し
て
近

隣
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

祭
礼
は
氏
子
た
ち
に
受
け
継

が
れ
て
い
て
、
戌
渡
は
五ご

軒け
ん

家や

・
長
沼
・
八
幡
前
下
・
八
幡

前
上
・
曽
根
・
品し
な
し志
の
六
組
に

分
か
れ
て
い
て
、
毎
年
当
番
を

持
ち
廻
り
し
ま
す
。祭
礼
の
前

日
に
本
当
は
本
堂
・
籠こ
も

り
堂
・

狐き
つ
ねの
像
を
掃
除
し
、
庭
も
き
れ

い
に
掃
き
清
め
ま
す
。
当
日
、

朝
早
く
に
本
当
と
来
当
の
人
た

ち
が
一
緒
に
、
稲
荷
神
社
入
口

の
左
右
に
一
本
ず
つ
幟の
ぼ
りを
建
て

ま
す
。祭
礼
終
了
後
に
幟
を
降

ろ
し
ま
す
が
、
引
き
継
が
れ
た

組（
来
当
）だ
け
で
降
ろ
し
ま
す
。

　

神
前
に
は
紅
白
の
餅
が
一
組

供
え
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
当
番

組
の
神
様
を
預
か
る
当
家
が
前

日
に
搗つ

い
て
準
備
を
し
ま
す
。

餅
は
紅
白
・
一
升
五
合
ず
つ
、

合
計
三
升
搗
き
ま
す
。

　

午
前
十
時
頃
に
、
神
主
が
や

っ
て
き
て
本
堂
に
て
祝の
り
と詞

奏そ
う
じ
ょ
う
上
が
行
わ
れ
ま
す
。本
堂
は

大
変
狭
く
、
数
人
し
か
入
れ
ま

せ
ん
の
で
何
回
か
に
分
け
て

御お
は
ら祓
い
を
受
け
ま
す
。本
堂
の

脇
に
建
っ
て
る
籠
り
堂
で
は
、

女
性
た
ち
が
直な
お
ら
い会
の
準
備
を
し

て
、
祝
詞
奏
上
が
終
わ
る
の
を

待
ち
ま
す
。各
家
か
ら
赤
飯
が

持
ち
寄
ら
れ
神
前
に
供
え
ら
れ

ま
す
。そ
の
赤
飯
や
天
婦
羅
・

漬
物
・
き
ん
ぴ
ら
・
サ
ラ
ダ
な

ど
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
て

直
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　

お
開
き
の
直
前
に
当
番
の
引

渡
し
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
近
年

は
前
日
に
引
渡
し
が
済
ま
さ
れ

る
よ
う
で
す
。引
渡
し
に
は
酒

一
升
と
酒
肴
が
用
意
さ
れ
、
用

意
さ
れ
た
酒
が
飲
み
終
わ
っ
た

時
点
で
引
渡
し
終
了
と
な
り
ま

す
。最
後
に
神
前
に
奉
納
さ
れ

た
紅
白
の
餅
が
切
り
分
け
ら
れ

て
、
氏
子
六
組
の
全
戸
に
配
ら

れ
ま
す
。　
　

　

願
い
ご
と
の
あ
る
人
は
本
堂

に
奉
納
し
て
あ
る
狐
の
像
を
借

り
て
行
き
、
家
の
神
棚
に
供
え

ま
す
。願
い
が
叶
っ
て
返
納
す

る
と
き
は
新
し
い
狐
の
像
を
買

っ
て
奉
納
し
ま
す
。そ
の
た
め

本
堂
に
は
、
大
小
の
狐
の
像
が
、

と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
日
露
戦
争
時
、

氏
子
で
あ
る
大
崎
重
蔵
氏
が

常ひ
た
ち
ま
る

陸
丸
に
乗
り
組
み
、
戦
地
に

赴
く
途
中
で
敵
艦
の
攻
撃
に
遭

い
、
常
陸
丸
が
撃
沈
さ
れ
、
海

に
投
げ
出
さ
れ
ま
し
た
。す
る

と
目
前
に
稲
荷
神
社
の
格こ
う
し
ど

子
戸

の
間
よ
り
狐
の
尻し
っ
ぽ尾
が
見
え
、

そ
れ
に
つ
か
ま
り
助
か
っ
た
と

言
う
ご
利
益
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
当
時
は
近
郷
近
在
、
隣

の
千
葉
県
か
ら
も
人
々
が
集
ま

り
、
た
い
そ
う
賑
や
か
だ
っ
た

そ
う
で
す
。お
稲
荷
様
の
隣
の

中
田
家
で
は
参
詣
人
が
多
か
っ

た
の
で
、
小
店（
茶
店
）を
商
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。そ
の
こ
と

か
ら
、屋
号
が｢

稲
荷
様｣

（
イ

ナ
ッ
サ
マ
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

お
話　

神
主 

朝
日
向
正
彦
氏

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

▲奉納額

▲祭礼の様子2

川
こ
え
て
祭
笛
あ
り
秋
深
む	

坂
本
美
園（
戸
張
）

大
仏
の
高
さ
を
仰
ぐ
夏
帽
子	

溝
口
民
城（
高
田
）

紅
の
い
ろ
濃
き
ま
丶
に
散
る
百
日
紅	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
敷
市
椎
塚
・
神
屋
遺
跡

汗
拭
ひ
遺
跡
よ
り
出い

づ
火ひ

の

し
熨
斗
見
に	

篠
田
邑
草（
新
山
）

幸
せ
に
生
き
て
墓
参
や
墓
洗
ふ	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

蝉
時
雨
墓
石
の
句
読
む
七
回
忌	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

帰
省
子
の
笑
ひ
が
囲
む
古
写
真	

石
井
忠（
橋
向
）

公
園
の
蜘
蛛
の
子
散
ら
す
日
雷	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

原
発
の
ニ
ュ
ー
ス
し
み
じ
み
原
爆
忌	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

秋
茄
子
や
も
ぐ
手
に
染
ま
る
程
の
色	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

黙
祷
の
頭
上
に
降
り
し
蝉
時
雨	

宮
本
芳
子（
切
通
）

外
に
出
ぬ
夫
に
朝
顔
写
し
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

ア
ル
プ
ス
の
嶺
と
み
ま
ご
う
雲
の
峰	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

捥も

い
で
食
う
小
粒
ト
マ
ト
の
固
さ
か
な	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

ひ
な
燕
親
子
わ
か
ら
ぬ
巣
立
ち
の
日	

笠
間
円（
駒
塚
）

思
ひ
出
す
玉
音
ラ
ヂ
オ
終
戦
日	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

筑
波
嶺
も
浦
も
静
も
り
秋
日
和	

高
須
湖
城（
浮
島
）

影
三
つ
歩
く
名
月
欲
し
い
ま
ま	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

抜
道
に
蛇
の
出
ぬ
こ
と
念
じ
つ
つ	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

一
日
の
終
わ
り
湯
舟
に
聴
く
ち
ゝ
ろ	

小
貫
和
子（
浮
島
）

幼
な
日
の
稲は

ざ架
に
遊
び
し
思
い
出
も	

埜
口
信
子（
阿
波
）

過
疎
村
は
荒
畑
多
く
紫
蘇
実
る	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

水
呑
場
守
り
て
痩
せ
て
青
蛙	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

ひ
な
段
の
百
の
太
棹
撥ば
ち

鳴
ら
し
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
怒
涛
の
如
く	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

め
ぐ
り
来
し
夏
の
記
憶
の
そ
の
ま
ま
に
逝
き
た
る
ま
ま
の
幼
な
顔
顕
つ	

内
田
君
代（
沼
田
）

銀
シ
ャ
リ
の
む
す
び
に
似
た
る
兒
の
行
く
を
呼
べ
ば
振
り
向
き
ニ
コ
リ
と
笑
ふ	

及
川
良
三（
佐
倉
）

つ
ゆ
あ
け
と
聞
き
し
ば
か
り
を
凌
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら

宵
花
大
い
な
る
房
と
な
り
て
華
や
ぐ	
坂
本
緑（
鳩
崎
）

ふ
る
さ
と
の
匂
い
も
つ
つ
み
送
り
く
る
南
の
地
取
り
の
ゴ
ー
ヤ
も
添
え
て	
財
部
睦
美（
光
葉
）

妻
の
遺
志
継
ぎ
て
育
て
し
君
子
蘭
先
ず
は
た
っ
ぷ
り
水
遣
り
て
盆	

根
本
正
直（
門
前
）

田
の
畔
に
刈
り
残
さ
れ
し
一
本
の
お
し
ろ
い
花
は
咲
き
盛
り
お
り	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

ス
ー
パ
ー
に
ト
マ
ト
が
箱
で
六
〇
〇
円
子
等
と
分
け
合
う
幸
い
も
あ
る	

松
本
静
子（
西
町
）

「
絶
文
」を
遺
し
疾
風
と
共
に
散
る
原
田
大
尉
の
父
母
へ
の
文
は	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

目
に
見
え
ぬ
力
は
大
き
く
先
見
え
ぬ
不
安
ば
か
り
が
募
る
原
子
力	

山
本
彰
治（
高
田
）

暑
き
日
は
い
く
さ
想
う
音
す
さ
ま
じ
く
霞
ヶ
浦
に
機
銃
掃
射
が	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

昨
日
よ
り
十
糎
の
び
た
窓
ぎ
わ
の
ゴ
ー
ヤ
に
今
朝
も
目
覚
め
す
っ
き
り	

川
村
と
み（
堀
川
）

セ
シ
ュ
ウ
ム
米
見
出
し
で
煽あ
お

る
週
刊
誌
出
穂
の
稲
田
に
風
評
の
風	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

四
才
の
孫
の
作
り
し
ユ
ニ
ー
ク
な
お
も
ち
ゃ
を
手
に
し
共
に
遊
べ
り	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

陽
に
背そ
む

き
桔き
き
ょ
う梗
一
本
あ
ち
ら
向
き
バ
イ
ク
置
場
で
横
ゆ
れ
し
て
る	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

息こ子
が
住
め
る
水
戸
に
降お

り
立
ち
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
る
る
顔
で
踏
み
し
め
歩
む	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

寺
庭
の
風
の
涼
し
も
縁
側
に
一
服
の
茶
に
こ
こ
ろ
を
洗
う	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

携
帯
を
耳
よ
り
離
さ
ぬ
飼
主
を
見
上
げ
て
犬
は
ひ
た
す
ら
に
待
つ	

小
泉
實（
福
田
）

故
郷
の
墓
前
に
ひ
と
り
掌て

を
合
わ
せ
来
た
か
と
微
笑
む
母
の
声
聞
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

何
も
か
も
放
り
出
し
た
き
猛
暑
日
の
微
睡
む
耳
に
遠
く
蟬
鳴
く	

根
本
邦
子（
押
砂
）

湯
上
が
り
を
取
り
合
い
に
な
る
扇
風
機　

獅
子
舞
の
ご
と
頭か
ぶ
りふ
り
お
り	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

半
袖
に
老
い
の
や
せ
腕
あ
ら
は
に
し
酷
暑
の
日
日
を
吾
は
生
き
を
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

靄
わ
け
て
寺
よ
り
響
く
鐘
の
音　

背
な
に
聞
き
つ
つ
シ
ュ
ー
ズ
を
結
ぶ	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

自
堕
落
な
我
の
生
き
様
責
む
る
よ
に
ム
チ
を
打
つ
よ
な
今
日
の
太
陽	

橋
詰
𠮷
之
助（
柴
崎
）

▲祭礼の様子1

▲戌渡稲荷神社

▶
祭
礼
の
幟
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広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。

今回は、新利根地区を管轄する第２方
面隊を紹介します。第２方面隊は、岡
野陽一副団長を筆頭に他本部員５名と
分団が第30分団から第44分団で、計
282名の団員が所属しています。消防
団が使用する車両は、小型ポンプ積載
車15台が配備され、災害出動はもちろ
ん、冬期夜間における特別警戒、定期
的な訓練などの活動を行っています。
　消防団は、「自らの地域は自らが守
る」という精神に基づく地域住民を中
心とした組織であり、地域防災の要と
して大きな役割を担っています。

　特に常備消防（江戸崎消防署など）の
力だけでは対応の難しい大規模災害
で、地域の密着性、あるいは即時対応
力が災害を最小限に食い止める大きな
力となります。具体的には台風などの
風水害における水防活動や震災時の消
火、救助活動などで、地域住民の安心、
安全を確保するために欠くことができ
ない組織です。
　しかし、全国的な問題となっている、
近年の社会環境の変化などに伴っての
慢性的な団員不足、団員のサラリーマ
ン化、その他さまざまな課題に直面し

ていることは、第2方面隊においても
同様であります。
　近年における災害の大規模多岐多様
化してきている中で、住民の安全安心
を確保するためには、消防団体制の維
持とさらなる組織の充実が不可欠で
す。消防団員の確保が地域防災力を高
める上で重要課題として捉えられてい
るといえます。
　地球愛、人類愛、そして郷土愛。消防
団員募集に、地域をあげてのご協力お
願いいたします。

▲第 2方面隊本部員と各分団長

編集後記　
▽稲敷市も作付けされたお米の出荷が出来、ほっと一安心。本格的な復興に向けての取組みも始
まりました。市が一丸となって、3月11日以前以上の郷土になるようにがんばりましょう。（i）

▽ここ何年か白鳥が小野川に住み着いています。現在は8匹の白鳥が優雅に泳いでいます。散歩
ついでに探してみてください。（栗）

防災・おぶ・稲敷　　稲敷市消防団 第2方面隊　　本部員6名・分団員276名


